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アルメニアによる国家テロ：
アゼルバイジャンの都市に対する
ミサイル攻撃

アルメニアによるテロ行為
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2020年9月27日から11月10日にかけて、ア
ゼルバイジャン軍がアルメニア軍に反撃を加
えた結果、アルメニアはカラバフ及びその周
辺の７県を奪還し始めた。戦争で敗北するア
ルメニア政府は、アルメニアナショナリストのよ
く用いている戦略に、テロ攻撃に訴えた。

このテロ攻撃をアゼルバイジャンの二番目
に大きい都市、ギャンジャ市も受けた。ギャンジ
ャは戦闘行為が続いていたカラバフより60キ
ロメートル離れ、軍需地ではなかった。それに
しても、2020年10月4日、ギャンジャ市がアル
メニアのワルデニス及びゴリスからロケット弾
攻撃を受けた。1人が死亡し、32人が負傷し
た。この人口密集地への攻撃が事前に設計
された、目的のはっきりした行為だったに違
いない。アルメニア側が前線を攻撃したと言
っても、海外のジャーナリストはそれを反駁し
た。

2020年10月11日、午前2時頃アルメニアの
ベルドから「Elbrus」戦術弾道ミサイルでギャ
ンジャを攻撃し、10人が死亡し、20人が負傷

した。31アパートの三つのマンション、住居4
件、一戸建て1件が破壊された。10月16日か
ら17日の夜間、「エルブルズ」戦術弾道ミサイ
ルでギャンジャを攻撃し、14人が死亡し（幼児
ら3人、一歳4か月の女児も含む）、53人が負
傷した（幼児ら5人）。

前線から離れったアゼルバイジャンのバ
ルダ市もアルメニア軍のテロ攻撃を受けた。
人口が4万人以上のバルダは2020年9月か
ら10月にかけて、アルメニア軍の砲撃を受け
たテルテル、アグジャベディ、アぐダム村より何
千人にも隠れ家を与えた。2020年10月28日
13時頃アルメニア軍がバルダに「Smerch」
戦術弾道ミサイルを発射した。ミサイルは
商業エリアに落ち、21人が死亡し、70人が
負傷した。«New York Times»のロケスタ
ッフはこの事件を目撃した。 «Amnesty 
International» 及び «Human Rights 
Watch»の国際人権NGOはアルメニア軍に
よる、民間人に対して禁じられたクラスター爆
弾の使用を確証した。
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アルメニア軍の攻撃ターゲットの一つはテ
ルテル市だった。2020年9月、戦闘が始まる前
にテルテル市及びテルテル県の村に10万以
上の人が住んでいた。

9月27日からテルテル市及びその周辺の
村がアルメニア軍の継続中な砲撃を受けて
いた。一日にロケット弾2000発を発射するこ
とがあった。戦闘行為が続く44日の間アルメ
ニア軍がテルテル県に「Smerch」弾道ミサイ
ル21発、ロケット弾16.277発を発射した。17人
が死亡し（幼児1人、女性1人を含む）、63人が

負傷した。この県が重大なインフ
ラ被害も受けた。3548の私有財
産、65高層住宅の1735アパート、
民間施設163箇所、公共施設47
個所が損傷した。また、学校14
個所、病院3個所、管理棟28棟、
自家用車103台、ボイラー施設2
個所が被害を受けた

2020年10月15日アルメニア
軍が墓地を照準した結果、3人
が死亡し（モラー1人を含む）、負
傷した5人のうち一人が病院で
亡くなった。

ベイラガン県、バルダ県、アぐダム県、アグジ
ャベディ県、ギョランボイ県、ナ二タラン県のセ
ンター及び村を砲撃した。

2020年9月27日から12月14日にかけて射
撃及び地雷の爆発で101民間人が死亡し、43
人が負傷した。アルメニア軍の砲撃によって１
万上の民間インフラ、産業および公共施設が
損傷した。

このアルメニア軍によるテロ行為をバクー
に信任された大使館の外交官や軍武官、海
外のジャーナリストが目撃し、確信した。 
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